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合併祝賀パレードを取り囲む人、人、人…。
「大秋田市誕生」への期待の大きさがうかがえます。

(通町橋付近)

●秋田の昔を、写真で振り返ります。
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日本の戦後建築がモダニズムの興隆を迎える中で、建
築空間に独自の個性を発揮したデザイナー・剣持勇
(1912ー1971)の活動を振り返ります。同時代に活躍した
猪熊弦一郎、渡辺力、豊口克平らの作品も展示します。

～剣持勇とその世界～

10月３日(日)まで午前10時～午後６時

観覧料 一般600円　高・大学生400円　中学生以下無料

問い合わせ 千秋美術館tel(836)7860

列品解説

「丸椅子」(1960年)

いずれも
午後２時～

昭和29年10月１日、秋田市は「昭和の大合併」で
太平、外旭川、飯島、下新城、上新城、浜田、豊岩、

仁井田、四ツ小屋、上北手、下北手、下浜の周辺12か村と合併。
翌年１月には金足村も加わり、人口は18万人を超え、

仙台につぐ東北第２の都市になりました。
そして今、「平成の大合併」。

来年１月11日からは河辺、雄和両町と共に手をたずさえ、
秋田市は、さらなる飛躍の時を迎えようとしています。

下浜村の出し物は巨大かかし！？

千秋美術館(アトリオン内)

▲

▲

９月12日(日) 解説…松本哲夫さん(剣持デザイ
ン研究所長)、豊口協さん(長岡造形大学理事長)
９月19日(日)・26日(日) 解説…美術館学芸員


